
提案 

平成 23 年 7 月 21 日 

 

大学評価コンソーシアムおよび大学評価担当者集会の今後のあり方 

に関する作業部会（あり方ＷＧ）について 

 

１．名称 

・作業部会の名称は「大学評価コンソーシアムおよび大学評価担当者集会の今後のあり方に関す

る作業部会」とし、略称を「あり方ＷＧ」とする。 

 

２．目的と手段 

・この作業部会の目的は、「大学評価コンソーシアム」および「大学評価担当者集会」の目的につ

いて、関係者の期待を踏まえて確認（場合によっては見直し案の作成）を行うことである。 

・また、その確認した目的を踏まえ、運営体制について議論し、会則案（および解説）の作成を

行う。 

・これらのことは、平成２３年度中に幹事会への提出を目指す。 

・そのために暫定的に行った幹事による自己点検評価結果に加え、これまでの実績に関する資料

なども踏まえ議論を行う。 

・目的に確認に関しては SWOT 分析等の外的環境やリソースの分析を行う。 

・そのような中で、評価、IR、大学マネジメント、教育改善など評価をキーワードとする分野の

中で、大学評価コンソーシアムがどのような点に力点を置き、どのような方向を目指すのか、と

いうことを適切に位置づけることにもなり、それは、今後の他機関との連携関係構築にもつなが

る話といえよう。 

 

３．作業部会とメンバーについて 

３．１ 部会の位置づけ 

・この作業部会を大学評価コンソーシアム幹事会のもとに置く。 

 

３．２ 構成員と会合について 

・作業部会の構成員は以下のとおりとする。 

○嶌田、浅野、小湊、難波 （○が主査） 

・会合は平成２３年度中に４回実施程度する。 

・会合を開く際には、近隣地域の幹事等にも出席を呼びかける。 

・主査以外のメンバーについては、以下に記す情報を共有するパートナーが代わりに出席するこ

ともできる。 

 

３．３ 議論チーム制度 

・各委員は、以下の組み合わせの幹事等（議論チーム）と適宜、相談をし、議論の内容がより深

まるように努める。 

 資    料 １



嶌田－大川、関 

浅野－小林 

小湊－佐藤 

難波－淺野 

・代表幹事、事務局へは主査が進行状況の報告を行い、必要に応じて意見を求める。 

 

４．スケジュール 

・目的に関する議論を行い、方向性が見えてきてから、会則の素案策定など骨格の作り込みを行

う。 

 

７月下旬 メンバーとスケジュール確定 

・本人の承諾を以て、みんなへ報告する。→作業開始 

・暫定評価の分析（データの追加なども）を行い、目的やニーズを分析する。→ 宿題 

 

８月下旬 第１回会合（福岡） 

・第一分科会の打ち合わせ＋下見のときに行うので、福岡。 

・暫定的な目的と想定する社会的ニーズを議論する。 

・パブリックコメントの準備について議論する。 

 

９月上旬 パブリックコメント（第１弾） 

・ここまでに第１回会合での議論をまとめておく（嶌田）。 

・会員や会員候補（集会参加者）への目的についての意見聴取 

・メーリングリストなどを活用。 

・集会でもアナウンス→関口先生に見直しを始めた、と言ってもらうときに、意見を聞くからよ

ろしく、と言ってもらってもいいかも。 

 

１０月中旬 パブコメ（第１弾）締め切り 

 

１１月上旬 第２回会合（名古屋か大阪） 

・パブコメ（第１弾）結果を踏まえて目的（暫定版）を策定するので、そのための議論を行う。 

 

１１月末 目的を踏まえて会則案の作成 

・第２回会合での議論をもとに嶌田がたたき台を作ります。 

 

１２月中旬 第３回会合（大阪か名古屋） 

・会則案の議論 

 

１２月末 中間とりまとめ 

・目的（暫定版）と１回は議論した会則案を中間とりまとめ、として会員にも送付（パブコメ・



第２弾）。 

 

２月中旬 第４回会合（大阪か神戸） 

・ 「中間とりまとめ」に対する意見を踏まえた議論 

 

３月中旬 最終とりまとめ案の作成 

 

３月下旬 幹事会で最終調整 

 

５．その他 

・会議に係る事務は、作業部会メンバーで手分けをして行う。 


